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他科の先生に
知って欲しい 放射線科編③

IVRとは？

 岡山大学大学院医歯薬学総合研究科放射線医学　平　木　隆　夫

　IVR（Interventional Radiology、日本語名：画像下治療）とは、血管撮
影装置やCTなどで得られる放射線画像を用いて行う治療のことである。
Interventionとは日本語でいうと「介入」であり、検査のための放射線診断装
置を治療に用いることで、放射線診断学が治療に介入するという意味である。
放射線科が行う治療には放射線治療（Radiation Therapy）があるが、IVRは
放射線の作用を治療に用いるわけではなく、全く別の治療である。
　IVRは血管系IVRと非血管系IVRの二種類に分類される。血管系IVRは、カ

テーテルを血管内に挿入して行うものである。具体的な手技は多岐に渡るが、動脈硬化性病変
の治療、例えば狭窄した動脈をバルーンカテーテルやステントを用いて拡張したり、逆に拡張
した動脈（動脈瘤）をコイルを用いて塞栓したり、ステントグラフトを用いて治療する。また、
がんの栄養動脈に抗がん剤を注入したり、栄養動脈を塞栓したりすることでがんの治療にも用
いられる。例えば、日本発祥の血管系IVRとして、肝細胞がんに対するTACE（Transarterial 
Chemoemblization）があり、今や世界中に広まっている。また、外傷性出血や消化管出血、産科
出血、喀血など出血に対する治療においても重要な役割を占めている。更に胃・十二指腸や直腸
などの異所性静脈瘤や血管奇形の治療も可能である。
　非血管系IVRは、CTや超音波などの画像をガイドにして、経皮的に病変に針を刺入して行うも
ので、様々な部位における針生検、胆道系に対するドレナージおよびステント留置術、膿瘍に対
するドレナージ、更にはがんに対するアブレーション治療（ラジオ波治療、マイクロ波治療、凍
結治療など）などがある。経皮的な針生検は、がんゲノムによる個別化治療の時代において、ま
すます重要性を増している。またアブレーション治療は、超高齢化社会におけるがんに対する低
侵襲治療として、重要なモダリティである。なお、現在アブレーション治療が保険適応となって
いるのは、肝がんと腎がんのみであるが、近い将来に適応拡大される見込みであり、今後需要が
増してくることは間違いない。
　IVRの利点は、カテーテル挿入や針刺入のみで治療ができるため、外科手術と比べると圧倒的
に低侵襲であり、ほとんどの場合は局所麻酔で施行可能である。術後に永続的な痛みが残ること
はまずない。また画像をガイドに病変に到達するため、治療時間は短時間で済み、また病変をピ
ンポイントに治療できるため、親臓器の機能温存にも優れている。低侵襲で術後の重篤な合併症
は極めて稀であることから、入院期間は短く、医療費削減にも貢献できる。このような利点から、
IVRは超高齢化社会における様々な病変の治療として今後ますます重要になると思われる。
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第１回理事会
日時：平成31年４月10日　15時～ 17時10分
出席： 松山会長、清水副会長、大原副会長、神﨑専務理事、内田常任理事、佐藤常任理事、藤本常任

理事、合地常任理事、國富理事、田淵理事、太田理事、石井理事、宮本理事、大橋理事、榊原
理事、尾﨑理事、名越理事、松下監事

欠席：平木理事、中島監事

会長挨拶
　皆さん、お疲れ様です。昨日の嵐で桜の花は
散ったようです。うちには桜の花はないですが、
車のボンネットの上に桜の花びらが２、３枚つ
いていました。と同時に猫の足跡も一緒につい
ていました。
　最近はめでたいことが多く、まだ公表はされ
ていないですかね･･清水先生が「瑞宝小綬章」
の勲章を授けられるということですが、ここだ
けの話ということで･･。先日の選挙では、小林
孝一郎先生が岡山県のトップで16,083票という
ことでした。これからも宜しくお願いします。
それから、４月21日には第195回の県医師会臨
時代議員会があります。是非、参加をお願いし
ます。質問も４題ほど出ております。東区の先
生からは、質問を２つも出していただいて非常
に感激しております。今日もその件についてで
ございますが「集団的個別指導」の話、それ
から地区医師会の構成ということで会員数のお
話、あと消費税問題とジェネリック問題の４題
の質問で、活性化された代議員会でいいことだ
と思います。
　今日は報告が色々たくさんありますので、慎
重にご協議いただければと思います。

協　議
１　第20回理事会協議事項の承認について
　　【１－Ａ】１～11は全員一致で承認した。（神
﨑専務理事）

２　岡山県医師会公印管守要領の改正について
　　岡山県医師会公印管守要項の一部変更と
「公印の省略」について追記した（神﨑専務
理事）

３　職員服務規程等の改正について
　　労働基準法改正に伴い規定を変更した。労
働基準監督署に提出する。（神﨑専務理事）

４　第195回岡山県医師会臨時代議員会の回答
について

　　回答内容を確認した。（神﨑専務理事）
５　岡山県医師会館におけるクールビズの取組
について

　　令和元年５月１日～ 10月31日まで実施する

ことを全員一致で承認した。（神﨑専務理事）
６　岡山県医師会報のリニューアルについて
　　岡山県医師会報のリニューアルの形式を全
員一致で承認した。（藤本常任理事）
７　災害医療コーディネーターの推薦について
　　備前ブロック、倉敷ブロックから推薦して
もらうこととなった。（松山会長）
８　岡山県医師会臨時代議員会決議案について
　　岡山県医師会臨時代議員会にて受動喫煙防
止に関する決議をすることを全員一致で承認
した。（松山会長）
９　外部協議会委員等の推薦について
　　一覧表を確認した。（神﨑専務理事）
10　協賛金、補助金の申請について
　　一覧表を確認した。（神﨑専務理事）
11　ブロックより
　　ブロックの理事から報告があった。
12　移動会長室事業実施要領について
　　松山会長より実施要領についての説明が
あった。（松山会長）
13　県議会議員への総決起大会　岡山の空気は
きれい！受動喫煙防止大会 in OKAYAMAの
参加要請について
　　県議会議員へ参加要請することを全員一致
で承認した。（清水副会長）
14　平成31年度会費減免申請について
　　平成31年度会費減免申請一覧を確認して、
全員を承認することを全員一致で承認した。
（神﨑専務理事）
報　告
１　第36 ～１回常任理事会協議の報告
　　【内容】第36回～１回常任理事会の協議事
項について報告した。なお、詳細は各自確認
のこと。（神﨑専務理事）

２　平成30年度岡山県麻しん風しん対策会議
　　日時：３月14日（木）15：30 ～ 16：30　場所：
岡山県医師会館４階　402会議室　出席者：
國富理事　【内容】１．開会　２．議題　⑴
麻しん風しんの発生状況について　⑵本年度
の麻しん風しん対策の取り組み状況について　
⑶麻しん風しん定期予防接種の実施状況につ
いて　⑷取り組み方針について　⑸その他　




